
















































{可ができるのかを問いたまえ (Askwhat you can do for 
your countr手本書:6頁)Jに誠実に対崎しようとし寸姿勢
が好ましい。
また、言うことに説得力があるという点では、池田氏
の現地での行動力や、帰国後の活動を見れば一目瞭然で
あろう。同氏は帰国後、仕事の傍ら、各省庁横断的に若
手官僚を集め、 f官民協働ネットワーク Crossover2lJを
立ち上げた。問団体が主催するシンポジウムや討論会と
いった啓蒙活動は、筆者がケネディスクールで学んだこ
と、ハリケーンの被災地での気づいた陀題意識を今も継
続・応用していることの証左である。 rt世界を変えてみ
たくなる留学jという本書のタイトルは、この意味で伊
達ではない。
一方で、小さな不満もなくはない。併えば、著者は他
のNPOに情報や資金を提供・仲介する NPOの存在に驚
いているが、これはインターメディアリと呼ばれ、 if:外
では多く見られるタイプのNPOである O 筆者はこのこ
とを知らず、最後までインターメディアリという
ら紹介していないc また、前半の第三節で、大きく扱った
ソーシャル・マーケテイングと、後半の第九節にある社
会起業家或いはソーシャルベンチャーとは相互に深い関
係があるにも関わらず、一切の言及がないのもどうかと
思う。
だが、本書の全編を通して溢れ出る、若い著者の熱意
と好奇心は、そんな小さな暇抗などものともしない。留
を志す若者、いや、海外への興味を失いつつある現代
の若者にこそ是非お勧めしたい一冊である。著者の官学
での「気づきjが、いかにして今の行動につながったか、
心の変遷を追うような読み方もおもしろい。できれば、
ケネディスクールのカリキュラムや講義内容がより詳細
に捕かれている fハーバード・ケネディスクールでは、
何をどう教えているかj(杉村太部・細田健一・丸田昭
錦繍著、英治出版、 2004年)と併せ読むことを推奨する。
(英治出版、 2009年l丹、 352真、税抜1，900円)
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